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研究速報   肝 動脈遮断下 ・門脈血部分動脈化術に関する実験的研究
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目的 i肝胆膵領域の拡大手術における肝動脈末精の

再建部閉塞,術 中肝動脈損傷,術 後肝動脈瘤の形成,

破裂などは肝の動脈性血行の途絶をきたし,肝 不全の

誘因となる。この際,門 脈に小動脈を流入させ肝血流

量,酸 素供給量が保持可能であれば肝不全を回避でき

るはずである。そこで肝動脈遮断下門脈部分動脈化モ

デルを作成,肝 血行動態,酸 素受給動態を測定し,そ

の有用性を検討した。

材料 と方法 :雑種成犬を用い,肝 動脈遮断単独群

(N=7,以 下 G‐1)を対照群とし,肝 動脈遮断下に門

脈部分動脈化を行い48時間後に検索する早期観察群

(N=7,以 下 G‐2),同 1週間後に検索する後期観察群

(N=7,以 下 G‐3)を作成した。基礎実験から肝動脈

遮断単独群の観察可能期間は72時間以内であることが

確認されたので,肝 動脈遮断単独群後期観察群は作成

しなかった。各群とも上腹部山型切開にて開腹後,右

胃動脈,胃 十二指腸動脈,総 肝動脈を結繁し,G‐2,G‐

3では総肝動脈切離断端を8-O Polypropylene糸で門

脈本幹に端側吻合した,術 前,術 後48時間,同 1週間

に肝血行動態,肝 酸素需給動態を計測し,術 前,第 1

病 日,第 2病 日,第 4病 日,第 7病 日に生化学的肝機

能を預J定した。有意差検定はWilcoxon testを用い

p<0,05で有意とした,

結果 t〈肝血行動態〉電磁血流計で測定した総肝血

流量(THBF)は G‐1では48時間には前値の約60%に 減

少したのに対し,G‐2では約130%に上昇した,G,3の 1

週間後もほぼ術前値を保っていた。問脈圧は各群の平

均値が529～ 6.19mmHgの 間で有意な変動をみな

かった。〈生化学校査〉GOT,CPTは G‐1で48時間後

には著明に上昇したが,G‐2,G‐3ではその上昇が抑え

られ,G‐3の 1週間値ではほぼ前値に復した。〈肝酸素

需給動態〉肝酸素供給量 (HOD)は G‐1では48時間後

武山  聡

田辺 達 三

平口 悦 郎

Table 1 Changes of hepatic blood circulation,

oxygenation and biochemical data of three exper-

imental groups
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には約49%に 減少した。部分門脈動脈化群では G‐2で

48時間後も高値を保っていたが,C_3の 1週 間値では

前値の約70%に 減少した。肝酸素消費量は各群とも有

意な変化をきたさなかった。肝酸素消費率は G‐1の48

時間値で445%,G,3の 1週 間値で25,9%で あった

(Table l).

考察 :これまで,術 後肝不全対策としての部分門脈

動脈化に関する報告
1)がみられるが,肝循環,代謝の変

動に関しては不明な点も多い。本研究では術後 1週間

でも肝血行,酸 素受給動態において門脈圧の著明な上

昇をきたすことなく,総 肝血流量,酸 素供給量ともに

対照群に比べ有意に上昇させ,GOT,GPTの 上昇を抑

制しえた。すなわち,本 法は肝循環,酸 素代謝からみ

て,肝 動脈閉塞,遮 断後の肝不全対策として有用とみ

られ,臨 床への応用が可能であると考えられるょ
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